
--うみつなぎ活動の報告-- 
三池⼯業⾼校の海洋プラスチックごみの解析⽀援をしました 

 
2022年10⽉25⽇の事、福岡県⽴三池⼯業⾼等学校科学探究同好会様 （顧問 向 雅⽣教

諭）から海洋プラスチックごみの素材を確認したいとのご相談をいただき、当⼤学の⾼度分
析機器（中央分析センター所管 フーリエ変換⾚外分光光度計FT/IR-4700）を利⽤して素材
の同定に協⼒致しました。 

サンプルは、広島 厳島神社海岸付近、福岡市シーサイドももち海浜公園付近、地元三池
港の23サンプルと多岐に渡りました。当⽇は、顧問の向先⽣と⽣徒2名が来学され、本学職
員（九州⼤学 清野准教授、鵜⽊研究員 他スタッフ）の指導の元でプラスチックごみの光
の吸光スペクトルを測定し、既知資料（PE, PET, PP, PS , PV）のどのスペクトルに類似し
ているのかを確認することで、ごみの素材の同定を⾏いました（図1参照）。 

科学探究同好会様は、⽐重とナイルレッド染⾊による蛍光発光の⽐較から事前におよそ
の確認をされていらっしゃいましたが、本学の分析装置で予想通りの結果を得ることがで
きたようで、確証を得られたとのことです。九州⼤学うみつなぎとしましても、⼤学ならで
はの⾼度な機器を通して市⺠科学の検証のお⼿伝いができましたことは、⼤変喜ばしい成
果となりました。⾼度教育機関の⼤学と市⺠科学の連携促進を今後も広げていきたいと思
います。 

九州⼤学⼤学研究院⼯学研究院附属環境⼯学研究教育センター 学術研究員 鵜⽊陽⼦ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使⽤機器のフーリエ変換⾚外分光光度計
FT/IR-4700 

（九州⼤学中央分析センターホームページより引⽤） 

解析の様⼦ 
向 教諭（左側奥）とその⽣徒さん

（⼿前の 2 名）  

★ 福岡県⽴三池⼯業⾼等学校科学探究同好会様より⼀⾔ ★ 
九州⼤学への訪問では、⾼校の理科室では得られない貴重な体験をさせて頂きました。
⾼校には存在しない⾼性能な分析装置のおかげで、仮説を⽴証することができました。 
⽣徒たちも研究室の雰囲気に触れ、良い意味で化学反応が起き、モチベーションが上が
っております。ありがとうございました。 



 
図 1 解析例  

縦軸は吸光度、横軸は波⻑を⽰す。スペクトルパターンの類似性から、このサンプルの素
材は PE と同定されました。 
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PE[コメント情報]
試料名
コメント
測定者
所属
会社 九州大学 中央分析センター

[測定情報]
機種名 F /I -4700typeA
シリアル番号 F059361788

測定日時 2022/10/25 13:50

光源 標準光源
検出器 G
積算回数 32
分解 4 cm-1
ゼロフィリング On
アポダイゼーション Cosine
ゲイン Auto (4)
アパーチャー Auto (7.1 mm)
スキャンスピード Auto (2 mm/sec)
フィルタ Auto (30000 Hz)

[データ情報]
作成日時 2022/10/25 15:03

データタイプ 等間隔データ
横軸 Wavenumber [cm-1]
縦軸 Abs
スタート 399.193 cm-1
エンド 4000.6 cm-1
データ間隔 0.964233 cm-1
データ数 3736    

$1,7
Control PE
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PE 2[コメント情報]
試料名
コメント
測定者
所属
会社 九州大学 中央分析センター

[測定情報]
機種名 F /I -4700typeA
シリアル番号 F059361788

測定日時 2022/10/25 14:17

光源 標準光源
検出器 G
積算回数 32
分解 4 cm-1
ゼロフィリング On
アポダイゼーション Cosine
ゲイン Auto (4)
アパーチャー Auto (7.1 mm)
スキャンスピード Auto (2 mm/sec)
フィルタ Auto (30000 Hz)

[データ情報]
作成日時 2022/10/25 14:55

データタイプ 等間隔データ
横軸 Wavenumber [cm-1]
縦軸 Abs
スタート 399.193 cm-1
エンド 4000.6 cm-1
データ間隔 0.964233 cm-1
データ数 3736    

$1,7
Control PET2

PP2
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PP2[コメント情報]
試料名
コメント
測定者
所属
会社 九州大学 中央分析センター

[測定情報]
機種名 F /I -4700typeA
シリアル番号 F059361788

測定日時 2022/10/25 14:17

光源 標準光源
検出器 G
積算回数 32
分解 4 cm-1
ゼロフィリング On
アポダイゼーション Cosine
ゲイン Auto (4)
アパーチャー Auto (7.1 mm)
スキャンスピード Auto (2 mm/sec)
フィルタ Auto (30000 Hz)

[データ情報]
作成日時 2022/10/25 15:08

データタイプ 等間隔データ
横軸 Wavenumber [cm-1]
縦軸 Abs
スタート 399.193 cm-1
エンド 4000.6 cm-1
データ間隔 0.964233 cm-1
データ数 3736    

$1,7
Control PP2
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P[コメント情報]
試料名
コメント
測定者
所属
会社 九州大学 中央分析センター

[測定情報]
機種名 F /I -4700typeA
シリアル番号 F059361788

測定日時 2022/10/25 14:14

光源 標準光源
検出器 G
積算回数 32
分解 4 cm-1
ゼロフィリング On
アポダイゼーション Cosine
ゲイン Auto (4)
アパーチャー Auto (7.1 mm)
スキャンスピード Auto (2 mm/sec)
フィルタ Auto (30000 Hz)

[データ情報]
作成日時 2022/10/25 14:46

データタイプ 等間隔データ
横軸 Wavenumber [cm-1]
縦軸 Abs
スタート 399.193 cm-1
エンド 4000.6 cm-1
データ間隔 0.964233 cm-1
データ数 3736    

$1,7
Control PS

PVC
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PVC[コメント情報]
試料名
コメント
測定者
所属
会社 九州大学 中央分析センター

[測定情報]
機種名 F /I -4700typeA
シリアル番号 F059361788

測定日時 2022/10/25 13:56

光源 標準光源
検出器 G
積算回数 32
分解 4 cm-1
ゼロフィリング On
アポダイゼーション Cosine
ゲイン Auto (4)
アパーチャー Auto (7.1 mm)
スキャンスピード Auto (2 mm/sec)
フィルタ Auto (30000 Hz)

[データ情報]
作成日時 2022/10/25 14:42

データタイプ 等間隔データ
横軸 Wavenumber [cm-1]
縦軸 Abs
スタート 399.193 cm-1
エンド 4000.6 cm-1
データ間隔 0.964233 cm-1
データ数 3736    

$1,7
Control PVC
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博多湾1[コメント情報]
試料名
コメント
測定者
所属
会社 九州大学 中央分析センター

[測定情報]
機種名 F /I -4700typeA
シリアル番号 F059361788

測定日時 2022/10/25 14:37

光源 標準光源
検出器 G
積算回数 32
分解 4 cm-1
ゼロフィリング On
アポダイゼーション Cosine
ゲイン Auto (4)
アパーチャー Auto (7.1 mm)
スキャンスピード Auto (2 mm/sec)
フィルタ Auto (30000 Hz)

[データ情報]
作成日時 2022/10/25 15:12

データタイプ 等間隔データ
横軸 Wavenumber [cm-1]
縦軸 Abs
スタート 399.193 cm-1
エンド 4000.6 cm-1
データ間隔 0.964233 cm-1
データ数 3736    
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